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源五郎鮒の鱗に現われ o年輸に就いて

渡 辺 七b
7.f< 重

く北海道大学水産学部淡水増殖学教室〉

Study on the Annulus of the Scale of the“Gengoro-buna" ， 

One ot仕leRaα~ of Carassius auratus 

Muneshige W AT ANABE 

Abstract 

The age of a fish can be ass偲民dby the annuli which are関enon the scale of that fish. But 
w hether the annuli can be the signs of the fish age must be proven byexperimental data on each 
S戸ciesof fishes， though it is r，伺.sonedthat the annuli generaIly indicate the age of that fish， on 
the basis of indirect evidenα!St∞. 
This report d鎚cri民sstudies on the scale， with special reference to the characters of the an-
nuli of the “Gengoro・buna，"one of the races of Carassius auratus. The SpE詑imensfor the study 
are obtained out of the fish hatched from the artificially fertilized eggs and reared in fish-ponds. 
The results obtained are sumrnarized as follows: 
1. One cIear winter ring is regularly fonned betw句nthe first and民condsummer zone. 
2. This can be recognized as a true annulus. 
3. Construction of the annulus by the circuIi is different between the anterior and lateral (dorsal 
and ventraI) parts of the釦 nulus.

4. The anterior part is simple and of one type， but the lateral part is ∞mplex and there can be 
recognized a few ty戸s-A， B and C type. 
5. The time of the formation of the annulus is considered to be the spring at the time when the 
growth of the scale begins. 
6. Scales of some s戸cimenshave false annuli. 
7. It is very difficuIt to distinguish a well-develo戸対falseannulus from the true one. 

8. Investigation was made on how to distinguish false annuli from true ones. 

I 緒 冨

鱗によって其の魚齢を査定することは，遠く18沼年仏の Baudelotに創まると云われて居るがド 1897年に

至り独の Hoffbauer2)が，年齢の判明して居る飽の鱗函の輪紋につき吟床し，之によって鰹の年齢を判定す

ることが出来ることを発表した。其の後魚の年齢査定に関する研究が盛んになって来たが，最近は各種の淡・

鹸水魚につき鱗による魚齢の査定が広く行はれ，単に其の魚の年齢を知るばかりでなく，民alemethodとし

て，魚の成長度，生活史，更に水産資源、の調査研究の上にも非常に役立つ様になって来た。

然るに魚鱗によって其の魚齢を査定することが出来ると云うことは，鱗のannuli(年輪〉は毎年規則Eし

く形成されると云う仮定に立脚して居るもので，其の魚の鱗の所謂年輪がはたして其の魚齢を表わす標とな

るか杏かと云うことは，各魚種につき実験的に証明されなければならない事である九年輸の確実性につい

ては，色々な推論が下されては居るが，夫々の魚に於て実験的証明を欠いて居ることは.scale methodが彼

是批評を受ける弱点ともなる訳である1}
鮎は秋生れ，普通翌秋産卵までの寿命であることは周知の事であるが，安田のの調査によると， 6月以後

に漁獲された木邦各地産の鮎に於ては，多くの場合，共の鱗にコつの年輪類似の輪紋が見られると報告し，

叉掘井船は琵琶湖の小鮎が，琵琶湖に注ぐ)111こ天然に遡上して成体になったもの及び小鮎が琵琶湖以外の川
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に移殖されて共処で成体になったものにつき其の鱗を観察し，両者共其のfocusに近い処にcircu日の密な部

分のあることを認め，更に叉鱗の周縁に於てcirculiの間隔が梢狭くなって居ると報じて居る。斯くの如く鮎

の鱗には普通内側に1-2本の輸紋が認められる様であるが，之は鮎の生活史から考えても，直ちに之を年輪

として取り扱うべきものでない事は明らかである。

鮎の鱗tこ特にかかる輪紋の出現することを明にせずに，其の年齢を鱗によっで査定する時には，かつて

Jordan & McGrego仰が日本産鮎の年齢を 1才乃至4才であると判定した様な誤りも起って来るわけである。
北海道の大沼には昭和2年琵琶湖から其の名産源五郎鮒が移殖せられ，業の後英の繁殖が旺盛で，毎年数

千貫の生産を挙げる様になった。其の大なるものは全長40cm内外に成育し，誠に見事なものであるα此の鮒

の鱗には比車交的判然たる所謂年輸が現われて居り，其の魚齢を査定することが出来る。其の大なるものは8

才内外に達して居る様である。之は松井b)が本邦各地産鮒の材斜につき調査した最高の年齢と一致して居る。

然し此の源五郎鮒の鱗の所謂年輸が，はたして真の年輪であるか否かは未だ実験的に証明されてない様で

ある。以下に発表するものは源五郎鮒の鱗に現われる紋様，特に年輸の成生について実験観察したものであ

る。木研究は未だ実験上欠くるところがあるが，今までに得た実験材料を取りまとめ報告することにした。

本実験の施行に当つては，共の採卵等については大沼漁業協同組合の遊佐勝，川村秀次郎，安保保太郎等

の各伎に御陵認になり，叉養魚については，本学部久保達郎助教授の労を煩わしたところが多い。叉写真は

同助教長考案作製の投影穏によったもので，ままに記して各位に深謝の意を表する。

E 実験の方法

北海道亀田郡に在る大沼には前記の様に琵琶劇産源五郎鮒が移殖され，よく成育繁殖して，毎年5月中頃

其の産卵期には湖岸に於て釜による漁獲が多く，成熟した親魚を得て，容易に其の人工受精卵をつくること

が出来る。本研究は此の卵より府化した稚魚を飼育して研究の材斜としたもので，質す育は当学部所属の七飯

養魚場(函館市外七飯村〉の養魚池又は水田に於て行い，当才の秋末には之を同所の冬囲池に移して越冬せ

しめたく此の間給餌せず，用水は川水を引用す〉。而して第2年目の春には之を冬囲池より養魚池又は水田に

移して2才の秋まで釘育した。f{，J此の餌育実験は次記の如く 3回くり返し実施した。

第1回昭和23年5月採卵，翌24年8月に至るもので，二夏飼育，此の間1回越冬のもの。

第2回 昭和24年5月採卵，翌25年11月tこ至るもので，コ夏釘育，此の間1回越冬のものο

第3回 昭和25年6月採Nli.主主.26年11月に至るもので，ご夏飼育，此の間1回越冬のもの。

上記3回の飼育実験に於て，各固とも夫々，当才の秋，翌春， 2才の秋の3時期の標本を採取し， 10%7 

オルマリ y液に閏定保存して研究の材料とした。各期採取の尾数は一定しなかったが，冊芸大，中， /J、魚を網

羅して居る。

鱗相の観察は採取した研究材料の各尾につき，其の魚体の側線の上位に於て，体の前・中・後の3部位か

ら採取した鱗を以て行うた。

E 実験の結果

鮒の鱗めは円鱗で，共の形状は体の部位により斐化があるが，大体角のまるい不規則な五角形乃至六角形

に近いものが多い。普通の鱗の様に前部即ち被覆部と，後部即ち露出部と明に区別があり.focusは鱗の中央

よりも梢後方に位置するものが多u、。被覆部に見られる circuliは密に相接近してfocusを中心として環状に

並んで鱗の周縁に及んで居る。此の被覆部のcirculiの多くほ，露出部との境界附近にて終り，露出部にまで

延びるものが少なくなる為に，此の部のcirculiは被覆部に比して甚だ疎となって居る。 circuliは多少波状に

なって走る弧線で，途中分蚊するものもあり叉途中で切れてしまうものもある。radiiは其の数少なく至って

疎であるが，被覆部にも露出部にも共に顕著に出現して居る。

CockereJll0)は淡水魚鱗の研究に於て circuliの外に realline of growthのあることを指摘して居るが，
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小林9)も此の成長線 (growth1ine)のあることを説き，鰹科魚類の各種につき此の成長線の有無及び其の性

状の相還を述べて居る。而して特に鰹鱗には英の露出部に明い之が認められ，鮒鱗には之を欠くとし，両種

の著しい相違として居る。然るに筆者の見るところでは，大沼産の源五郎鮒にも従来の普通の鮒にも其

の鱗にcircu1i以外に，小林の所謂成長線に相当すると思われる細線が見られる。此の成長線はf∞usを中心
として環状に走るや》透明な細線で，其の数は少ないが，露出部に於てはcircuJiが疎であるので容易に之を

認めることが出来る。被覆部ではcirculiが密である為に，認めにくいものもあるが，注意すれば此所にも見

出される。但し鯉鱗と比較すれば，鮒鱗の成長線の方がや与著明でない。

向幾年かを経過した鮒の鱗には其の被覆部に幾本かの所謂annuli(年輪〉が見られる。而して此の中には

年輪類似の輸線即ち康調 falseannuli く偽年輪〉が混在することも考えられる。

此の所謂年輪及び偽年輸の性状については後に記述する。

3回の飼育実験の大要をー哲して示せば次の様である。

実 験 |附細定時同LE|体 l長| 鱗 キ目
|最大最小洋平均l

年月日 nml mm  mm  

当才秋く23.10.23) 8 78 54 65.5 偽年輸を有する個体がある

第 1 回 翌春(24.5.12) 5 75 55 64.6 同 上

(鷲官芸品)
同 く24.7. 4) 10 74 48 59.4 同 上

皇一第世制11年年η月あ目間のると成長の部分に倫年輪を有する
2才秋く24.8.26) 

95.4 第年輪2年が目の成長の聞に明瞭な
形成されて居る

当才秋(24.10.21) ~~I~~I~~ 48.6 年輪類似のものが形成されてない第 2 回
翌春(25.6. 6) 15 55 i 41 47.1 同 上

(思議品)
2才，秋くくZ田養水1魚91聞地.190〉〉

10 84 64 74.3 第一条1年の所目謂と第年輸2年が形目の成成長の聞居に明瞭なされてる

10 102 77 88.4 同 上
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72 I 58 I 65.5 I偽年輸を有する個体がある
90 I 53 I 70.0 I 同上

第1年目の成長の部分に偽年輸を有する

85 11回・3襲?222第2年目の成長の聞に明瞭な
一条の所誇年輪が形成されて居る

説明の都合上第2回の実験結果から述べることにする。

昭和24年5月18日大沼に於て採卵し，当学部構内コ γグリート池にて勝化したものを， 6月7日に七飯養

魚場の養魚池に放養して，一夏飼育し英の秋10月21日取揚げたものから研究材耕として大小25尾を採取し

た。

此の材料の鱗相を検するにFig.1の様で， circuliの並び具合に特別な変化のある部分がなく，所語年輪類

似のものは見られない。しかも叉同一魚体の前・中・後部の鱗に於て相違することがないばかりでなく，検

査材料25尾に於て皆同様で， 1尾の例外もなかった。

次に此の秋に取揚げた魚を冬囲池に移して越冬せしめ，翌25年6月6日之を取揚げ， 15尾の標本につき芙

の鱗相を観察するに，前年秋の冬囲池移入当時と異なるところがなく.15尾の材籾全部同様であった。

此の 6 月 6 日に冬函池より取揚げの所謂明2才魚を，一部は水田に単養，一部は明 2才の鯉と養魚池~t混
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Fig. 1. scale of“Ge:1goro-buna" at 
e:Jd of first auturnn 

Date of spawn taking... ..... May 18， H~49 

Date of capture............ October 21， 1949 
Body length of f ish...... ... 66mm 

次に記述が前後したが，第1図の実験は

昭和23年5月18日大砲に於て採卵し，当学

部構内にて卿化したものを.5月31日に.

七飯養魚場の水田の一角に造った小池に入

れて置いたのであるが，之が何時か其の下

流にn:る鰻の援魚池に下って此所に混入し

其の年の10月23日，此の池の飽の取揚げの

時に95尾を発見採集した。此の日 8尾を研

究材料として固定し，残りは之を冬図池に

移して越冬せしめた。而して其の後翌春5

月12日に取揚げ固定せるものと，更に其の

後 7月4日まで冬図池に留めて取揚げ固定

せるものと，同日之を主主魚池に移して鯉と

混笈飼育し.8月26日に取揚げ固定せるも

のとがある。斯くて此の飼育実験に於ても

第 1固と同総.当才の秋，翌春及び2才の

秋の3時期の魚の鱗の紋様を観察すること

が出来た。

養してー夏ぽ育し，前者は9月9日，後者は11月10目に取

揚:f，夫々10尾の研究材料につき観察したところ次の様で
ある。

即ち此の;f;il.は生後2年目の秋の2才;魚であるが，其の鱗

の被覆部に普通所謂年輪と意思せられる明瞭な一輪紋を成す

部分が認められたくFig.2λ 而して此の輸紋の位置は，鱗

の成長の具合から見て，第1年目と第2年目の成長の聞に

介在して居り ，且つ何れの標木に於ても皆1木のみであっ

た。 n.つ叉第1年目及び第2年目の部分に偽年総を認めな
かった。

... 

此れ等の事実は，71<.回飼育のものも，主主魚池飼育のもの

も1尾の例外もなく一致して居った。

Fig. 2. Scale of "GeZlgoro-buna" at end of 

se~ond auturnn 
Date of spawn taking....・.....May 18， 1949 
Date of capture .......・....November 10， 1950 
Body Iength of fish...... ............84mm 

先づ当才の秋の魚の鱗には，前記第2図の監す育実罰金の魚と異なり ，研究材斜8尾の中に年輪類似のものの

出現して居るものが6尾あった。但し此の6尾中5尾の鱗は其の論紋がやや不明瞭叉は不完全で，年輪認定

の際にや》疑問をいだかしめる程度のものであるが，他の1尾に於ては所謂年総と誤認される穫に明瞭に現

われて居ったくFig.3)，然し之は確実に第1年の夏の聞に不規則に出現したもので，云うまでもなく偽年総

である。

向叉越冬せしめて翌年5月12日に収揚げ固定したもの，及び7月・4日に固定したものに於ても，前年即ち

当才中に偽年織の出現した鱗を持つものがご者の研究材斜合計15尾の中 8尾あれ就中4尾の如きは甚だ

顕著なものであった。
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Fig.3. Scale of“Gengoro-buna" at 
end of f.irstauturnn， which 

次に2才の秋のi!J.の鱗に於ては，前言己第2巨!の実験材料

と同様に，第1年目とiff;2年目との聞に，1尾の例外もな

し明際な 1木の所謂年輸が形成されて庇った。而して第

21'1二目の成長に属する部分には偽年輸は1尾にも見られな

かった。

第3回の実験は昭和25年6月大沼に於て採卵，之を当学

部構内にて勝化し，7月10日七飯義魚場に移して，当才の

鎚計七i!J.と混霊長したもので，同年11月10日に之を取揚げ〔此

の時の固定材料10尾)，同場内野呼化室の水鮪中に越冬せしめ

た。而して翌26年7月11日之を養魚池に移し (此の時の回

定材斜11尾)，明2才の鯉と混主主飼育して，其の11月1日に

取~げたく此の時の固定材料 6尾λ

止tの実験に於ても上記3時期の研究村耕があれ此の各

時期の魚の鱗中目を観客きするに次の様である。

先づ当才秋の魚に於ては，此の年のものにも，第1回の

has a distinct false annulus 実験材料の様に偽年輪が出来て居った。即ち研究材料10尾

中 6 尾の鱗に之を見出し ， 就中 1 尾の如 iきは非常に明際にして真の年輪と誤認される穫であった。 t'~ì叉越年

して翌年7月11日に固定のものに於ても，鱗の第1年目の成長に属する部分に偽年輸を持つものがあり ，研

究材斜11尾中9尾に之が見出された。此の中4尾は甚だ明瞭なものであった。

2才の秋の11:¥の鱗に於ては，第1回，第2回の笑験材糾と同様に，1尾の例外もなく t ~ 1 年目と第2年

目との間lに明瞭な 1木の所論年輪が出現して辰h 叉第2年間に成する部分には偽年輸を見出さなかった。

1V 年 繍 の 観察

前記3回の実験に於ける 2才の秋の魚の鱗には，第 1年間とtg2年目の成長の間』こ.必ず1木の所諮年輪

が出現するが(以下暫く之を年輪と仮綜する)，此処に此の倫紋の部分について観察して見ょう。

先ず此の年輸は，此所に特別な寸良がある訳でなく t circuliの出来具合或は其の連繋が，止tの部分に於て

少しく不規則或は他の部分と少々異なる為に，顕微鏡の鉱大を低くして見る時には，此の部分が相つらなっ

て恰も特別なー論線を成す採になる。而して此のcirculiの具合の不規則或は安調になる状態は，年諭の前の

部分と，左右即ち Ol='f・限の部分に於て多少其の趣を異にするもので，次に年輸を此の阿部に分けて英の状態

を述べることにする。

1. 年輸の前の部分

止tの部分の年輸の構成様式は問主一式

で，凡そ次の様である。即ち相談する2，

3本の circuliの間隔が他の部分よりもや

や狭くなるばかりでなくcirculiの具合が

多少不規則となる部分等もIlj来，之が年

輸を構成するくFig.4λ

2. 年輸の背 ・限の部分

此の部分の年輸の構成符:式は一段でな

く其のf域 的なものを挙げて見ると，少

なくも次の三つの型がある様である。

A担当才の秋の鮒について見るに，

Fig.4. Anterior part of annulus of scale of 
“Gengoro-buna" 
Note construction of annulus 
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circuliの中，鱗の周縁に近いものは，其のl河端が鱗の被覆部と露出部との箆まで逮せず，途中で順

次に鱗の周縁に終って居る。而して英の翌年に出来る circuliは，此の前年のcirculiと関係なし鱗

の周縁に添うて新生される裂のもので ， 止t所に~J然たる境界線が見られる事になるくFig.5)。

B ~~ td2年同にcirculiが新生される時に，A~~と呉なり ， 前年鱗の周縁で終って居る circu liが連続し

て延びて行くものと考えられるもので，此の場合其の相撲する2，3本のciτculiの間隔が他よりもや

や狭くなるので.之が年輸を郁成するCFig.6)。

qf~ B烈と同じく circuliは新生に当って前年のものが連続して延びて行くが，之が所読年輸の部分を

品買切って其の外側に走り 出て居る。 但し年輸に当る部分で，相隣接するcircuIiが狭〈相近旋するた

め，此の部分が相つらなって年輸を成す殺になるくFig.7)。

Fig. 5. Late.τal part of an-
nulus of scale of“Gen 
goro-buna，" Ty>:e A 

Fig. 6. Late.ral p訂tof an- Fig. 7. Late.ral part of an-
nuh.:s of scale. of‘.Gen- nulus of scale of“Ge.n-
goro-buna，" Type. B goro-bt.;na，" Ty>:e C 

一般に年輸の前の部分は，前述のj;まに其の構成微式が簡単で，しかも年輸が明瞭であるが.背 ・肢の部分

は其の構成様式が多様である。上記には其の代表的のものを挙げたのであるが，此の外に一部分A型で一部

分B~~ ， 授は一部分B~~で一部分qf~等もあり ， 更に叉不規則のものも認められる。而して背 ・ 阪やや向様

式即ち相称的なものもあるが，r'T・限一致しないものもある。叉此の年輸の1-1・限部に当るところは其のWt
成の具合によって甚だ明阪のものもあるが(官IJへばA裂の如く)，年輸の前の部分に比して一般にやや判明を

欠き， f自体によっては其だ判然しないものもある。

がLc.記A引の年輸は鮒の鱗ばかりでなく ，色々の11:¥に見られるもので，安田5の当年のアュの鱗に顕われ

た輸紋の研究で同氏が A~~としたものも之である。叉 Lagler口、や Rounsefel1 & Everhart12等が cuttingover 

設は cr国smgover等と云うて居るのが此の型で，年輸を認殺する最も良い性質のーっとして居る。

鮒の鱗にcirculiの外に成長稼の認められることは先に述べた如くであるが，此の成長線が年輪の部分に認

められるものは.其の年輪が一層明Ilf，tになる様である。

偽年輸は均三輪類似の倫紋で，前記第1回及び第3回の飼育実験に於て.其のtd1年同に或る個体の鱗に出

現した。其の良〈発達したものは上記の年輪と区別が困難な程でくFig.3)，此の場合偽年輪の椛成状態をよ

く観察するに，其の前fflC並に背 ・服部に於ても年輪と殆んど区別すべき点がなャ、。然し偽年輸の多くは其の

輸紋が年倫に比してl]JJIlf，tを欠き，或は不完全である。之は云うまでもなく其の輸紋の構成が不充分であり ，

設は論紋が一部分のみに現われて居る為である。
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V 考 察

此処に考察の便宜上，木飼育実験結果の要点を挙げて見ると次の様である。

項 目 11昭和M年腕の材耕| 昭糊年及びお年腕の欄

I1 一一一 |偽年輸の出現した個体もあり.英の中に
第1項第1年目に偽年輸出現の有無 -:1 全然出現しない 1は弔輪と誤認される程に明瞭な輪紋をな

| |すものもある
第2年目の秋には第1年目と第211 

第2項年目の成長の聞に一発の明瞭な所I1 左記の通り l左記の通り
誇年輪が出現して居る

第3項絡協員長慢する献には 11 左記の通り |却の通り

上記3回の実験中，昭和24年採卵，飼育の実験結果は，常識的に一世に予期さる》ものであり，しかも採

取した研究材料中1尾の例外もなく，同様に揃った結果が出て居ったのであるが，昭和23年及び25年に採卵

飼育のものに於ては，上記実験結果の第1項が24年のものと異なり，第1年目tこ或る個体に偽年輸が出現し

た。然し第2及び第3項に於ては. 3回の実験共よく一致した結果が出て居る。

先づ第2項の第2年目秋の魚の鱗固くFig.2)に於て所謂年輪の内側u及び外側の部分は夫々第1年目及び

第2年目の魚の成長期即ち主として夫々の夏の聞に出来た部分であることは云うまでもなく，所謂 summer

zone (夏帯〉と呼ばれる部分であり，其の聞に介在する輪紋は所諸冬輸に相当する処である。而して之をこ

れまで便宜上仮に年輪と呼んで来たが. 3回に及ぶ此の飼育実験に於て，例外なく夏帯と夏帯との聞に此の

明瞭な一輪紋の出現を見た事は，源五郎鮒に於て此の輪紋が真の年輪であることを事実に示したものと認め

てよいと思う。只誌に2年以上の飼育実験を欠き遺憾とする。叉木実験は天然と其の趣の異なる養魚池，冬

囲池等に於て行うたものであるが，鮒の鱗の年輸の成主主に最も大きな影響があると恩われる水温の菱化に於

ては天然の湖沼と相似たものであるから，天然のものも同様であると考えて差支へないと思う。

年輸は普通冬期間に形成される所謂winterringく冬輪〉を指して居るが，此の年輸の出現する時期は魚の

種類によって異なる様である。 VanOosten 13)く直接引用出来ず心による〉は whitefishを水摘に餌育菜験し，

年輸は鱗の成長の盛んになる 4，5月頃に完成されるとし，天然に於ても恐らくそうであると考えることが安

全と思うと云うて居る。雨宮・桧山14)は公魚について季節的に変化する鱗面のcirculiの状態から，狭帯即ち

冬帯の出来るのは. 9月から 2月の間であるとして居る。中村15)は千曲川のオイカりでは冬輪の形成される

のは普通9月頃からで，翌年5月中，下旬頃から夏輸に移ると云うて居る。此れ等に於ては何れも冬輸の出

来るのは主として冬期間で，完成は春に及ぶ様である。然るに Dannevigl6)は南部ノールウェーの troutの鱗

に出現する circuliの密な部分は，必ずしも冬期間と限らず，地方によって夏や晩夏乃至は秋等に作られると

報告し，少なくも此の地方の troutでは winterzoneと云う名軍事は妥当でないと云うて居る。

海の魚では淡水魚と多少愛って来ることも考えられるが，CuJterl7)はplaiceや flounderで実験し，summer

bandは夏に， winter bandは冬に出来ることを確かめて居る。海老名18)は真鰯の鱗を調査し12月-3月の聞

は鱗の成長が休止し，冬輸の確実に認められるのは3月上旬になってからだと云うて居る。そうすると真鯛

では春鱗の成長が始まってはじめて冬輸が認められる様になると恩われる。宮崎19)はマハゼの鱗相を観察し

circuliの間隔の広い処は10月-4月，狭い処は5月-10月の聞に形成される事を見，一般に考えられるとこ

ろと反対で， Dannevigの研究した/-ルウェーの Gadusと似て居ると報じて居る。

本研究に於ては，年輪形成の時期に関する実験を欠き，之に就いては今後の研究に待たねばならないが，

今現在ある材斜により之を一考して見るならば凡そ次の様な事が解る。即ち当才並びに2才の秋の魚の鱗の

周縁を観察するに，其処には年輪形成の徴候は認められない。更に此の当才魚を冬囲池に越冬せしめ，翌春

5月に，更に叉之を其のまま冬囲池に置いて 7月に至ったものについて検するに，皆同様に年輪の出来始め
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て居る模様がない。此の様に秋から冬を越し;.翌春まだ冬宙池に在って成長を始めない聞は，年輸の形成が

始まらないものの様である。木釘育実験に於ては冬厨池より養魚池に移入後業の秋まで中間穣木を採取しな

かったので，年輸の出寒始めを確め得ないが 2才の秋の標本により其の年輪構成の状態から考察して見る

と，源五郎鮒の鱗の年輪は春，魚が成長を始むる時に新生される circuliによって其処に出現して来るものの

様に忠われる。前記年輸の構成の処に述べた年輸の背・腹部のA型に於て殊に此の考えが裏づけされる様に

思う。 Laglerll及び Rounsefell& Everhartl2!も春，魚の成長が始まる時に，所詣cuttingo同r或は cutt'ing

acrossが起ると述べて居る。叉上記海老名18、の真鯛の冬輸の形成が筆者の想像の如くであれば，真鯛に於て

も春，魚の成長の始めに冬輸が形成されることになる訳であるO

第3項即ち第2年目の夏帯に偽年論説出現しなかった事は， 3回の実験に於て一致長て居るとは云ぇ，第

1年目の夏帯に之が出来ることがあるに拘らず，第2年目に全然之が出現しなかった事は，偶然の一致とも

考えられるし，叉少なくも第2年目には偽年輪が出来にくくなると云う様な事にも考えられるが，之は今後

に残る問題とする。

第1:嘆の第1年目の夏帯に或る個体には偽年輪が由来，しかも之が真の年輪と誤認される程度に判然たる

ものがあったと云うことは，年輪と相対して充分な検討を要することである。本実験に於ては，此の偽年輪

成生に関する実験を行わなかったので，いかなる時に之が出現するかは今後の実験に待たねばならないが虹

鱒却については食餌の給与の多少がcirculiの成生に疎密をきたすことが報告されて居り，鮎の鱗に見られる

輪紋は安田めは食餌の菱化とし，堀井6)は環況の菱化によるとして居る。叉貝類の貝殻国にも冬輸の外に之

に類似の輪線の出来ることがあるが，山本21)は樺太産北寄貝にて研究し，天然の棲息地に於ける時期的な水

温の降下が其の成因であると報じて居る。鮒に於ても恐らく飼育場所の移動や食餌，水温等色々な潰況の変

化によって，偽年輸の出来る場合のあることは想像に難くない。

此の偽年織は上言己最占のま日く，天然産のものにも各種の魚に於て認めむれるところで，Van Oosten4~はヒユー

ロY湖のLakeheロingの鱗につき真の年諭と区別のつかぬ禄なもののあることを報じて居るが，天然産の鮒

に於ても之あることを考えねばならない。然りとすれば鱗による年齢の査定が不確実となって来る。然らば

実際問題としてとうすればよいかと云うことになるが，之には偽年輸に関し次の様な事が考えられる。12)2223} 

1. 偽年輸は真の年輸に比し多くは明瞭でなく，叉不完全である。

2. 然し真の年輪と識別困難な程によく発達したものもある。

3. 従って此の偽年輸により魚齢を実際よりも多く査定することも起り得る訳であるが，魚の成長度と

比較吟味すれば，大抵年齢tこ疑問が起る。

4. 偽年輪が出来て居る場合には，年輪聞く偽年輪も含めて〉の間隔が比設的狭くなる訳であるから，

此の点、も注意すべき事である。

以上は偽年輸を区別し発見するに役立つ注意事項であると思う。

VI 要 約

木実験の全般につき之を要約すれば次の様である。

1. 源五郎鮒を飼育し，其の鱗相特に輸紋の成生について観察した。

2. 鱗の夏帯と夏帯との聞に必ず一条の明瞭な冬輸が出現する。

3. 木町育実験の結果から，此の冬輸は真の年輪として年齢査定の準拠としてよいと思う。

4. 年織のCilculHこよる構成様式は，年輸の前部と背・腹部とにて異なり，前部は簡単に一式であるが，背・

腹部は色々な型があlる。其の代表的なものとしてA.B及びCの3型を挙げた。

5. 年輸の出来る時期は春，鱗の成長の始まる時の様に思われる。

6. 個体により偽年輸の出来ることもある。
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7. 偽年舗は多くは多少明瞭度を欠き又は不完全であるが，中には真の年輪と識別困難な程によく形成され

たものもある0

8. 偽年輸の識別の事も考えて見た。
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